
 

 
(１) 

                              

    

市
内
17
ヶ
所
の
公
民
館
が
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
て
２

年
半
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

社
会
教
育
法
に
基
づ
き
無
料
で
使

用
し
て
い
た
多
く
の
団
体
が
有
料

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
活
動

を
止
め
た
り
、
回
数
を
減
ら
し
た

団
体
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
使
用

料
収
入
で
、
遅
れ
て
い
た
修
繕
に

手
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が

生
じ
て
い
ま
す
。 

  

つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
関

し
て
色
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た

た
め
、
広
く
市
民
の
声
を
把
握
し

よ
う
と
、
７
月
に
市
内
全
域
に
新

聞
折
り
込
み
で
配
布
し
た
市
民
ネ

ッ
ト
通
信
35
号
で
紙
上
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
定
期
的

に
利
用
す
る
人
は
31
％
、
時
々
利

用
す
る
人
と
合
わ
せ
る
と
、
68
％

の
人
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。 

    

有
料
化
で
利
用
の
仕
方
が
変
わ

っ
た
人
は
30
％
で
し
た
。 

要
望
（
自
由
記
述
）
で
一
番
多

か
っ
た
の
は
「
料
金
」
に
関
す
る

も
の
19
％
で
、｢

以
前
の
よ
う
に

無
料
に
し
て
欲
し
い｣

「
値
下
げ

し
て
ほ
し
い
」
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど

も
会
く
ら
い
は
無
料
に
」｢

有
料 

                  

    化
は
地
域
の
活
性
化
の
拠
点
と
い

う
目
的
に
逆
行
す
る
の
で
は
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
他
に
要
望
で
多
か
っ
た
の

は
、
「
予
約
手
続
き
を
簡
素
化
し

て
ほ
し
い
」
等
、
手
続
き
に
関
す

る
も
の
13
％
と
、
「
地
域
の
人
が

気
軽
に
利
用
で
き
て
、
交
流
が
増

え
る
よ
う
に
」
等
の
交
流
に
関
す

る
も
の
11
％
で
し
た
。 

  

こ
の
夏
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
が

開
催
し
た
利
用
者
意
見
交
換
会
で

も
、
交
流
の
き
っ
か
け
と
し
て
の

サ
ー
ク
ル
発
表
の
場
や
、
セ
ン
タ

ー
祭
り
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
祭
り
は
地

域
の
色
々
な
活
動
が
見
え
る
機
会

に
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
進
め
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
「
地
域
の
様
々
な
課
題
を
解

決
す
る
地
域
活
動
を
支
援
す
る
施

設
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
・
障
害 

                 者
支
援
、
地
域
防
災
な
ど
の
市
民

活
動
を
、
利
用
料
免
除
な
ど
で
支

え
、
地
域
の
拠
点
を
使
っ
て
自
分

た
ち
で
助
け
合
っ
て
課
題
解
決
し

よ
う
、
と
い
う
市
民
の
輪
を
拡
げ

る
こ
と
こ
そ
、
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
の
大
き
な
役
割
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

地
域
の
人
々
と
行
政
が
一
緒
に

な
っ
て
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を

地
域
の
交
流
や
助
け
合
い
の
拠
点

と
し
て
育
て
て
い
け
る
よ
う
、
今

後
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 
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地域交流センター アンケート結果（抜粋） 回答者 149 人 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域交流センターを
利用しますか 

有料化で利用の仕方が 
変わりましたか 

変わらない 
68 人 

変わった
44 人 

無回答
37 人

無回答 3 人

定期的に 
利用する 

46 人

時々利用する
56 人 

ほとんど
利用しない

44 人 

テーマ：防災・交通・その他 

11月11日（月）１１～１２時 二の宮交流センター

11月15日（金）１０～１２時 茎崎交流センター

11月17日（日）１４～１６時 春日交流センター



       

市
で
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
を
め
ざ

し
、
自
転
車
の
ま
ち
つ
く
ば
行
動
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
市
民
に
は

見
え
に
く
い
状
況
で
す
。 

ま
ず
条
例
づ
く
り
に
つ
い
て
訊
き

ま
し
た
。
『
よ
り
安
全
な
利
用
の
た

め
の
意
識
の
啓
発
と
ル
ー
ル
づ
く

り
』
を
目
的
と
し
、
『
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
な
ど
に
よ
り
市
民
と
と

も
に
議
論
し
』
条
例
化
を
図
る
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
推
進

委
員
会
の
議
論
の
み
で
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
意
見
交
換
会
の
開
催
を
求
め

ま
し
た
が
、
前
向
き
な
回
答
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

次
に
『
自
転
車
に
関
わ
る
意
見
を

常
時
受
付
け
る
〝り
ん
り
ん
目
安
箱〟
』

の
進
捗
に
つ
い
て
質
問
。｢

Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
を
検

討
中｣

と
の
答
弁
で
し
た
。
遊
歩
道

で
の
自
転
車
走
行
や
道
路
状
況
等
、

広
く
現
場
の
声
を
集
め
、
条
例
の
方 

       向
性
や
道
路
整
備
に
活
か
す
よ
う
、

一
日
も
早
い
実
施
を
要
望
し
ま
し
た
。 

ま
た
『
照
明
施
設
の
設
置
』
に
つ

い
て
は
、
「
要
望
が
多
い
の
は
西
大

通
と
東
大
通
だ
が
、
両
方
と
も
県
道

で
、
県
に
要
望
し
て
い
る
が
難
し
い
。

隣
接
す
る
研
究
所
に
設
置
協
力
を
お

願
い
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
。 

最
後
に
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

周
辺
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
青
色
の

自
転
車
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
設
置
場

所
の
選
定
基
準
と
設
置
前
後
の
検
証

状
況
を
質
問
し
ま
し
た
。
「
検
証
は

ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。
逆
走
、
並
走

な
ど
危
険
な
状
況
が
見
ら
れ
る
の
で

ソ
フ
ト
面
の
対
策
を
関
係
機
関
と
協

議
し
た
い
」
と
の
答
弁
。 

条
例
作
り
で
も
青
色
レ
ー
ン
設
置

で
も
、
市
民
の
理
解
や
協
力
が
成
功

の
カ
ギ
で
す
。
ぜ
ひ
市
民
と
積
極
的 

に
意
見
交
換
し
な
が
ら

進
め
る
よ
う
、
引
き
続

き
求
め
て
い
き
ま
す
。 

         ｢

放
課
後
、
子
ど
も
を
預
け
る
所

が
な
い
」
「
週
に
数
日
昼
間
だ
け
仕

事
を
し
て
い
る
が
、
夏
休
み
が
と
て

も
大
変
」
と
い
う
、
お
母
さ
ん
の
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。 

一
般
質
問
で
は
市
内
の
児
童
館
の

現
状
を
訊
き
ま
し
た
。
小
学
校
数
が

37
に
対
し
、
児
童
館
数
は
18
で
、
現

在
、
児
童
館
が
な
い
地
域
へ
の
児
童

館
設
置
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、
放
課
後
や
長
期

休
暇
に
居
場
所
が
な
い
子
ど
も
た
ち

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

そ
の
対
策
と
し
て
、
全
国
的
に
は 

       

        

 

子
ど
も
達
の
た
め
に
学
校
を
解
放
し
、

居
場
所
を
作
る
取
り
組
み
と
し
て

｢

放
課
後
子
ど
も
教
室
」
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
全
国
１
０

９
０
の
市
町
村
で
実
施
中
で
す
。 

し
か
し
、
つ
く
ば
市
で
は
、
各
小

学
校
で
年
に
数
回
程
度
の
実
施
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
開
催
日
数
を
拡
大

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
方
々
の
力
が

必
要
で
す
。 

 
 

ぜ
ひ
、
得
意
な
分
野
で
子
ど
も
達

に
遊
び
や
文
化
を
継
承
し
、
安
心
な

居
場
所
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

つくば市議会議員 
文教福祉常任委員 

宇野 信子 

（２）＜つくば・市民ネットワーク ホームページアドレス＞ http://www.geocities.jp/tsukubahotnet/

一般質問項目 

・公共交通連携計画につ
いて 

・自転車のまちつくば行
動計画について 

・地域交流センター計画
について 

つくば市議会議員 
環境経済常任委員 

皆川 幸枝 

一般質問項目 

・放課後の子どもの居場
所について 

・学校給食の質について 

・子どもへのメディアの
影響について 

学校施設を活用 
余裕教室、グラウンド、 

体育館等 

学
校
や
関
係
機
関 

と
の
調
整
役

一般質問項目 

・放課後の子どもの居場
所について 

・学校給食の質の確保に
ついて 

・子どもへのメディアの
影響について 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

高
齢
者
、 

退
職
教
員 

中
高
生
、 

大
学
生 

文科省HP「放課後子どもプラン」より抜粋



東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
半
。
防

災
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
あ
ち
こ
ち

で
防
災
体
制
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ど
の
地
域
で
も
同

様
に
備
え
が
で
き
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
つ
く
ば
市
内
の
地
域

防
災
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。 

市
は
「
基
本
的
に
被
災
後
三
日
間

は
自
助
・
共
助
、
公
助
は
そ
れ
以
降

で
」
と
の
方
針
で
す
が
、
な
か
な
か

市
民
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。 

ま
た
、
助
け
合
い
の
核
に
な
る
共

助
に
つ
い
て
、
市
は
「
各
地
域
の
自

警
団
や
自
主
防
災
組
織
を
充
実
さ
せ

る
。
区
会
単
位
の
自
主
防
災
組
織
の

結
成
・
活
動
支
援
と
し
て
上
限
十
万

円
で
補
助
金
交
付
を
行
う
」
と
の
考

え
で
す
。
し
か
し
現
在
、
区
会
等
が

約
６
０
０
団
体
で
あ
る
の
に
対
し
、

自
主
防
災
組
織
は
１
６
２
団
体
で
、

地
域
の
防
災
力
に
不
安
が
残
り
ま
す
。 

       

昨
年
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
か
ら
、
小
中
学
校
で
は
『
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
学
校
の
防
災
力
強

化
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

つ
く
ば
市
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、

各
小
中
学
校
は
避
難
所
に
な
る
の
で

地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
重
要
な
位

置
づ
け
で
す
。
混
乱
な
く
開
所
・
運

営
を
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
状
況

を
想
定
し
、
模
擬
訓
練
を
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
避
難

所
を
開
設
す
る
際
は
、
建
物
の
安
全

確
認
は
学
校
が
行
い
ま
す
が
、
開
所

後
の
運
営
は
学
校
の
先
生
で
は
な
く
、

教
育
委
員
会
の
職
員
と
地
域
住
民
で

行
う
計
画
に
な
っ
て
お
り
、
関
係
者

間
で
の
事
前
申
し
合
わ
せ
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。 

市
の
基
本
的
な
方
針
や
計
画
、
支

援
、
ま
た
地
域
の
防
災
体
制
づ
く
り

の
必
要
性
を
市
民
が
十
分
認
識
で
き

る
よ
う
着
実
な
情
報
発
信
を
行
う
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。 

＜連絡先＞ つくば・市民ネットワーク Tel＆Fax：029-859-0264 E-mail：tsukubahotnet@ybb.ne.jp （３） 

つくば市議会議員 
総務常任委員会副委員長 

北口ひとみ 

市民の政治参加の第一歩が「選挙」だ。市民ネッ

トでも選挙の度に投票の呼びかけをすすめてきた

が、投票率はなかなか上がっていない。 

選挙に行きやすい環境整備が必要と考え、以下の

２点を選挙管理委員会へ要望した。  

１．投票時間を規定の午後８時までに戻す 

以前の投票所は午後８時に終了していたが、昨年

10月の選挙から午後７時までに短縮された。公職選

挙法では特別の事情のある場合を除き「投票所は、

午前７時に開き、午後８時に閉じる」となっている。

今年７月の参議院選では、つくば市の平均投票率

は49．88％と低く、投票時間の最大限の確保が必要

と考える。ちなみに牛久市、守谷市は午後８時まで

で55％台の投票率だった。 

２．投票所の配置の検討を行う 

TX 開通やマンション建設によ

る人口分布の変化に、投票所配

置がマッチしていないと思われ

るため、投票所設置場所の再検

討が必要である。 

昨年11月、市内交差点で緊急車両に乗用車が衝

突する事故がおきた。交差点通過にあたり緊急車

両は万全の安全確認と注意義務を払い、最徐行を

していたところへ乗用車が突っ込んできたという

事故だ。 

保険会社から示された過失割合は9対1で、緊急

車両にも1割の過失があるというものだった。 

これに対し今議会に「この状況で緊急車両の過失

が認められると、赤信号で交差点に入れなくなるな

ど業務上の支障が出かねない。司法の判断を仰ぎた

い」と、訴訟を提起する議案が出され可決した。 

本来、道路交通法で緊急自動

車の優先が定められているが、全

国的に同様の事故は増えてきて

いるという。 

消防車や救急車などが緊急出動中に事故にあうと

人命救助ができなくなる。 

“運転中、緊急車両は最優先”

今一度、心がけよう！ 

一般質問項目 

・市内防災（地域防災、
放射線取扱施設の事故
時の対応など） 

・総合計画（市民意見の
反映） 

・ターミナルビルの運営 



 

 

議会最終日を見てきました。始まってしばらくは、

今議会中に話し合われて、決まったことの報告が続き

ます。日常生活では決して耳にすることのない“議会

用語”ばかりで眠くなる…。でも初めて来た時よりは、

用語の意味や議会の流れがわかってきて、面白くなっ

てきたかな。 
そしてやっと、採決に入りました。最終日の採決は

議会の総決算。採決を取る前に、賛成反対の発言がで

きるのですが、意見の応酬が繰り広げられると、各議

員個人の価値観や感受性が表れてきて、ますます面白

くなってくる。しかし手を挙げて発言するのはいつも

同じ議員なのが気になるなぁ。市議会劇場、最大の見

せ場なのに。  
限られたお金をどう使うか、誰が辛い思いをしてい

て、どのように助けられるのか。自分にも問いかけら

れました。自分とは全く違う意見を聞いて、怒りすら

感じることもあるけれど、様々な意見をお互い表現で

きる健全な社会をありがたくも思う。 
自分の席から朗々とヤジという名のコメントを飛ば

すベテラン議員達も、せっかくなら手を挙げて述べて欲

しいなぁ。市民が聞きたい貴重な生の声だったりする

し、ベテランの本音が“つくば市議会劇場”の千秋楽

をもっと盛り上げるはず。あと、採決の時は、カウン

トしやすいように真っ直ぐしっかり立って下さいね。

年 4 回の“定期公演”、楽しみにしています！（N．I）

（４）

「モンサントの不自然な食べもの」に続く、遺伝

子組み換え食品の実態を追ったドキュメンタリー

2013年12月15日（日） 

10：00～12：30（受付 9：30） 

14：00～16：30（受付13：30） 

つくばサイエンス・インフォメーションセンター大会議室
入場料：1000 円（中高生 無料） 

連絡先：sekai1215@aol.jp  TEL：859-0264 

主催：「世界が食べられなくなる日」上映実行委員会

11/9（土）・10(日)、カピオで「つくばサイ

エンスコラボ 2013」が開催されます。サイエ

ンスコラボは科学フェスティバルと環境フェス

ティバル、３E フォーラムの 3 つの統一イベン

トです。市民ネットごみ部会では“つくばをご

みゼロのまちに”と、ダンボールコンポスト（ダ

ンボールを使ったお手軽生ごみ処理）と雑紙分

別クイズを出展し、家庭でできる「ごみの削減

方法」を紹介します。 

｢燃えるごみの中に約 1/4 も混入 

しているリサイクルできる紙類」、 

半分だけでも分別できれば、燃える 

ごみは10％減量できます。燃やしてしまうと灰

になり、埋立ごみとして処分料も発生しますが、

分別すれば紙類は有価物（資源）となります。

ちなみに、平成24年度つくば市が回収した古紙

類の売上げは約1469万円です。 

新聞・チラシ、ダンボール、本・雑誌類以外

でもリサイクルできる紙（雑紙）はたくさんあ

ります。どのような紙類なら回収に出せるか、

クイズ形式でわかりやすくお知らせします。

ぜひ、市民ネットブースへおいでください。 

つくば・市民ネットワークの主な活動報告 
 ７/６ 筑波大シンポジウム～公務員宿舎一斉廃止を考える～参加

 7/７ ｢チェルノブイリ・フクシマから学ぶ、原発の危険」参加 

７/９、8/20 議会活性化推進特別委員会出席（宇野） 

 7/10 遺伝子組み換え作物展示栽培中止要請書提出 

 7/12 八ッ場ダム茨城住民訴訟裁判傍聴 

 7/14 大豆畑トラストつくば種まき 

  ｢チェルノブイリ被爆から学ぶ内部被ばくと健康影響」参加

 7/24 男女共同参画審議会出席（皆川） 

  ファシリティマネジメント学習会参加 

 7/26 遺伝子組換え作物圃場見学会参加 

 7/28 市民と議員の条例づくり交流会議 2013 参加 

 8/2 2013 学校給食全国集会参加 

 8/17 つくば市総合計画出前講座 

8/20、22、23 議員と話そう会開催 

8/24、25 自閉症カンファレンス NIPPON2013 参加 

 8/28 ダンボールコンポスト講習会開催 

9/10～9/30 9 月定例市議会（北口、宇野、皆川） 

 9/12 かるがもねっと研修・交流会参加 

 9/14 ｢福島第一原発事故による放射性物質汚染について」参加 

  ｢もう始まっています！地域エネルギー」参加 

 9/21 原発事故被害者の救済を求める全国集会 in 福島参加 

 9/22 福島、南相馬市周辺視察 

 9/26 ｢看取りの医者からの提案」参加 

※自治基本条例を考える市民の会、放射能汚染から子どもを守

ろう＠つくば、脱原発ネットワーク茨城の定例会へも参加。
※テーマごとの部会活動の他、委員会・審議会、学習会等へも

多数参加しています（詳細はＨＰをご覧ください）。 

原発とエネルギーを考えるフォーラム 

福島の今 つくばの今 
福島訪問と市内の放射線測定状況を報告します 

11月18日（月） 10:00～12:30 
小野川交流センター 入場無料

連絡先：tsukubahotnet@ybb.ne.jp  TEL：859-0264 
  主催：つくば・市民ネットワーク 


